
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

４月を迎え、新年度がスタートしました！ 
２０２６年度も法人本部は、その基本的責務である「定款の目的や目指すもの」に沿った

事業活動が展開されることに一層の注意を傾けます。そのための理事会や評議員会、各種会

議などの開催を確実に行っていきます。 

利用対象者の異なる三施設間の相互理解を深め、社会福祉における制度上の問題点など

を解説する「法人だより」を情報発信の中心として位置づけ、発行を続けてまいります。 

あすなろ福祉会の職員として、法人の原点を理解していただく上で新入職員研修は必須

なものと考えておりますので、引き続き重視してまいります。 

２年後に法人設立５０周年を迎えるにあたって、記念行事などの計画をすすめていきたく考えております。今年度

も引き続き職員の皆さん方のご協力、よろしくお願いいたします。 

38 年目のスタートに向けて 

                        ～「ボッチャ」で地域発信を～ 

障害のある子を持つ親たちが立ち上げた「ともの家」、当時の思

いがいっぱいに詰まった「設立の理念」から遠ざかることがない

ように、障害があっても、人生の主人公としてたくましく精一杯

生きる。これを支援の軸として、仲間を真ん中に、保護者や関係す

る多くの方の協力のもと運営してきました。具体的な内容は、社

会の状況や仲間たちの様子で変化します。実際、３００人を超え

るお客様にご来場いただいた「バザー」は３０年を区切りに中止

し、地域発信を映画会やマルシェという形で開催しました。 

今年度は「生涯スポーツ」として、現在仲間と職員がはまってい

る「ボッチャ」の大会を開催し、地域発信しようと考えています。パラリンピックで金メダルを取った杉村さんは伊

豆市在住で、中央養護学校時代の同級生がともの家にいます。杉村さんの応援をきっかけに、ここ数年、地域の小学

校と対戦したり、少しだけ大きな大会にも出たりと、想定外?!に

良い結果を出しています。地域に出ていくことで、沼津在住のボ

ッチャの指導者と出会い、年明けから「スポーツの日」を設けて、

本格的かつ楽しい指導をして頂いています。 

主体性の芽が伸びて、選択できる、意見が言える人へ成長して

いる仲間たちの姿を見ていると、ますます、彼らを当たり前に受

け入れる社会を想像し、理念に則り、地域発信を怠らないよう事

業を進めていく使命があると考えます。 
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風の子保育園・あすなろの家・ともの家 
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地域の小学校で 



 

2026 年度は「つむぐ」をキーワードに 
令和７年度は「はじまる」をキーワードに活動しました。 

「本物のケア」、「本物の接遇力」、「本物の繋がり」、「私たちが」、それぞれ

のカテゴリーを軸に、各部や全体で連携しながら取り組みを行ってきまし

た。その中でも、久遠
く お ん

チョコレート事業がスタート、まだ始まったばかりで

すが、目的を丁寧に伝えてきた中で、職員も目的を理解し動きながら、たく

さんの刺激を受けている姿が多々見受けられています。そして、お店で商品

を買って帰られるお客様を見ていて、形は違うけれどキラキラ笑顔を作り出

すことに変わりはない！今までの事業だけではない、もっとたくさんのキラ

キラ笑顔を作ることができるかもしれないと感じています。こんな濃厚な7年度でした。 
令和８年度は、「つむぐ」をキーワードに活動していきます。「つむぐ」とは、一本一本の糸を、丁寧につなぎ、重

ね、形にしていくことであり、決して派手な変化ではなく、また一気に完成するものでもありません。あすなろの家

はまだまだ未完成な部分が多いですが、今まで「本物作り」を重ねてきました。その一つひとつの経験、一人ひとり

の繋がりをあすなろの家を作る「糸」とし、そしてもう一つの糸が、久遠チョコレート事業、外国人人財の雇用とい

う新たな挑戦になります。この二つの糸の、それぞれの色や太さを生かしながら１本１本の糸をもう一度見つめ直し、

未来へとつむいでいく1年にしたいと考えています。 

ひかりサロン、元気です！ 
「ひかりサロン」は、令和２年１月、バロー高橋店にオープンしたショッピングリハビリ事業です。「リハビリしま

しょう」ではなく、買い物という日常の中で、歩く・人と話す・笑う・地域と繋がる…そうしているうちに、気づい

たら身体が元気になっている！ 「歩くスピードが速くなった」「孫のスポーツ観戦に行けた」「友達が増えた」と、

利用者の方からの声が寄せられています。もっと多くの方に利用していただき、元気になってほしいと思います。 

先日、利用者の皆さんが主体となって企画した「私たちのチャレンジ大作戦」では、私のレシピ大公開・ストロー

海老作り教室・かぎ針編み教室・布ぞうり教室などを開催し、６０名からの来場者がありました。利用者の方々、ま

だまだ元気です！！ 

 

 

クオンセノバ店開店時 

バローでの買い物風景 



 

異年齢保育の充実を！ 
幼児保育では、昨年度より３歳児、４歳児、５歳児が縦割りで４つのグループで生活、遊び

を共に過ごす異年齢保育を行なっています。異年齢グループで過ごす中で、３歳児は大きいお姉さん、お兄さんの姿

をみて『見て・まねして・やってみよう』という意欲が、４歳児はひとつ上の５歳児の姿に憧れをもち、近い目標と

し近づきたいという意欲が高まっていきます。５歳児は、小さい子から憧れられたり頼られたりすることで自分に自

信をもち、困っている子に声をかけたり思いを代弁したりと、他者への優しさや思いやりの心が育っていきます。 

クラス保育の中では、特に３歳児は大人が教えることが多くなってしまいますが、異年齢保育を通して子どもが子

どもから学び、やってみたいという意欲に繋がります。子どもが主体的に生活する姿に改めて「子どもってすごい！」

と感じています。私たち大人は、子ども一人ひとりをきちんと捉え、支えていくことを大人同士の連携の中で引き続

き行なっていきたいと思います。まだまだ試行錯誤ではありますが、今年度も異年齢保育を充実させていきたいと思

います。 

入園希望への受け入れ体制を整えます 
昨年度は、定員１２０名を上回る１２５名の園児数となりました。ここ数年、０、１歳児の希望が多く、０歳児は

随時入ってくる途中入園、１歳児は４月から定員増の受け入れを行っています。しかし、風の子を希望するすべての

方が入園できているのではなく、待機児童がいる場合もあります。風の子保育園への入園を希望する保護者のために、

今年度も最大限の受け入れができるよう保育環境、保育士体制を整えていきたいと思います。 

 

卒園おめでとう！ 

３月２７日に第４７回風の子保育園卒園式を行い、

５歳児みかん組の２１名が卒園しました。卒園式一部で

は、卒園児が一人ずつ保護者、職員の前で『保育園で楽し

かったこと。大きくなったらなりたいこと。』を話しまし

た。 

第二部では、卒園劇『ももたろう』を披露しました。一人ひ

とりが、役になりきって演じる姿は堂々としていて頼もしかっ

たです。 

 

 

 

 

 

４ページの脳トレクイズの答え ①い…いきがい ②り…りはび



 

 

 

 

戦争しない国から戦争したがる国へ 

理事長 杉井則夫  

高市総理大臣の「台湾有事は日本の有事」発言により、日中間の政治的緊張が高まっています。レアメタルの輸

出規制をはじめとして、様々な影響が出始めていますが、首相は発言を撤回しようとはしません。逆に、政治的緊

張を軍事的緊張に置き換え、有事に備えた防衛力強化を一段と推進しようとしています。うがった見方をすれば緊

張をあえて生み出し、防衛力強化の口実にするために意図された発言ではないかとも思えます。すでに国内各所の

自衛隊基地において、敵基地攻撃能力をもつミサイル配備が着々と進め

られていますが、もし戦争が起こればこうした基地は真っ先に攻撃の対

象となってしまうでしょう。 

 

「軍事力で防衛」は費用がかさむ 

昨年１０月号の記事中で、太平洋戦争末期の日本の戦費は政府の国家予算の８５.３％に及んだと書きましたが、

戦争はお金がかかります。２０２６年度の防衛予算は過去最大で、前年より３,３５０億円多い９兆３５３億円に

なりますが、米国のトランプ大統領からはGDP比５％を要求されていて、これを達成しようとすれば３３兆円にな

ります。そうするためには、予算の確保が必要で、すでに「①防衛特別法人税として法人税に４％の付加税を課す 

②たばこ税の引き上げ③防衛特別所得税として所得税に１％の付加税を課す」の３項目が決定されています。GDP

比５％を達成するにはこれだけでは足りませんから、赤字国債の増発も考えられます。 

 

平和にコストはかからない 

アメリカのイラン攻撃では、開始から６日間で１兆８千億円か掛かったという試算があります。ちなみに米国の

年間軍事予算は９,９７３億ドルで、世界一位。２位の中国は３,１３６億ドルですが、この予算が国内で国民のた

めに使用されたどうでしょうか。外交交渉に多額の費用は掛かりません。必要なのは相手への敬意と我慢です。言

いたいことを言い合うのは、交渉ではありません。粘り強い我慢比べのような交渉こそが、軍事力に頼らない平和

への力だと思います。平和でなければ、社会的弱者が安心して暮らせる社会にはなりません。戦後日本の経済復興

は、憲法９条により戦争をしないことで、軍事費がなかったからに他ならないと思っています。 

 

 

脳トレクイズ…ともの家の仲間が問題を作ってくれました。みんなで脳トレしましょう 

         クイズの答えは３ページにあります。    

 

 

 

 

お願い 

法人だよりの紙面をより充実させるため、皆さまからの感想をお寄せいただきたいと思います。 

ご協力をお願いいたします。 

福祉を考える 

穴埋めクイズ…□に同じひらがなが入ります 

① □きが□ ヒント…人生で大切なことです 

② □はび□ ヒント…ケガが治ったら行います 


